
～子どもたちの未来を

守るために～
チェルノブイリへのかけはし代表

野呂美加さんお話し会

２０１１年３月１１日の東日本大地震に連動して起こった福島第一原発事故。

チェルノブイリ原発事故と同等のレベル７という、国の根幹を揺るがす大きな産業事故により、

東北はじめ関東まで放射能による汚染が広がってしまいました。あの事故から２年以上が経過

しましたが、その被害のほんとうの姿が表れてくるのはこれからかもしれません。

「チェルノブイリへのかけはし」代表の野呂美加さんをお迎えし、事故から２年たった福島の現

状

や、チェルノブイリ事故から２７年後のベラルーシの子どもたちの現状をうかがい、この国の子

ど

もたちの未来を守るために何が必要か、一緒に考える機会にできればと思います。

野呂 美加さん プロフィール

NPO法人チェルノブイリへのかけはし代表。

チェルノブイリ原発事故被災児童を１ヵ月間、空気や水のきれいな日本で保養させる活動を 1992

年に知人と始める。2005 年国際交流基金より「地球市民賞」受賞。福島第一原発事故発生以来、

各地でお話会を開催し、福島の子どもたちの救援活動も続けている。夫と大学生の娘と３人暮ら

し。

日 時：２０１３年５月３０日（木）１０時～１２時（開場９：４５）

場 所：きらめきプラザ（岡山市北区南方２丁目１３－１）２階大会議室

参加費： １，０００円（避難者５００円）定員６０名

託 児：一人２００円（定員１５名・要予約）

主 催：「子ども未来・愛ネットワーク」&「ネットワーク寺子屋」&

「よりはぐプロジェクト」

参加申込：talk.live.okayama@gmail.com

お名前と託児（人数と年齢）をご連絡ください

お問い合わせ：江頭 080-5175-3236

託児協力：０－９９おかやまおしえてネット ほか


